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第３学年理科学習指導案 
                          日 時：令和〇年〇月〇日（〇）〇校時 

                          学 級：第３学年〇組 〇名 

場 所：理科室 

授業者：〇〇 〇〇 

 

 

１ 単元名 

  ３章 仕事とエネルギー（啓林館 未来へひろがるサイエンス３） 

 

 

２ 単元の目標 

（１）運動の規則性を日常生活や社会と関連付けながら、運動の速さと向き、力と運動を理解する

とともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（２）運動の規則性について、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、

物体の運動の規則性や関係性を見いだして表現すること。また、探究の過程を振り返ること。 

（３）運動の規則性に関する事物･現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うこ

と。 

 

 

３ 単元について 

（１） 生徒の実態 

生徒は、スイッチ一つで電源を入れ、照明をつけたり、テレビなどの家電製品を使ったりして

日常生活を送っている。また、多くの生徒は、質量が大きくてより高い位置から落下した物体ほ

ど大きな衝撃があることや、スポーツや運動と関連付けて物体は質量が大きくて速さが速いほど

ぶつかったときの衝撃が大きいことを経験的に知っている。しかし、それらの現象や事象に対し

て「エネルギー」の概念から捉えることはできていないと考えられる。エネルギーは抽象的な概

念であり、日常用語として使われることが多いにもかかわらず、生徒にとっては理解しにくいも

のである。 

アンケート結果から理科が好

きな生徒がいる（理科が好きである

33.8％）一方、実験・観察をする

ことや班で話し合う活動につい

て肯定的な回答をした生徒は昨

年より少なく（実験・観察が好きで

ある 40.0％【昨年 49.4%】、班で話し

合う活動が好きである 30.8％【昨年

46.4%】）、興味・関心を理科の学

習へとつなげられていない現状

でもある。そこで、実際に観察・

実験を行うことで、興味・関心を

さらに高めるだけでなく、短時間

ではあるがグループによる活動を通してエネルギーとの関連に気付き、エネルギーを多面的に捉

えるきっかけにしたいと考える。そして、観察・実験を定量的に扱うことによって、規則性を見

いだし、エネルギーの理解を深めていきたい。 

単元前 理科学習アンケート結果（３年〇名 数字は％） 
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（２） 教材について 

生徒は、小学校第５学年で「振り子の規則性」、第６学年で「てこの規則性」について学習して

いる。また、中学校では、第１学年の「身近な物理現象」で、力の基本的なはたらきや力の表し

方、調べ方、２力のつり合う条件、第２学年では、電流のはたらきとして、電力量や熱量などを

学習している。しかし、生徒たちの力の概念形成はまだ不十分であり、力を感覚的に捉えている

ことが多い。そこで、本単元では、衝突実験を通してエネルギーを数値として捉え、表やグラフ

を活用した分析・整理において、力やエネルギーに関する概念を理解する際に理科の見方・考え

方をはたらかせ、科学的に探究させたい。 

 

 

（３） 指導について 

本単元の学習を指導するにあたっては、実験結果などを基に、運動エネルギーの規則性を見い

だすとともに、その大小と速さとの関係について理解することが求められる。そこで、本単元の

読み解く力の向上を意識した学習を通して、実験結果の表やグラフを読み取り活用する力、結果

の分析や推測に関する思考力・判断力、思考スキル活用表を生かした文章記述や発表における表

現力の育成につなげることをねらいとし、以下の３つのポイント（①～③）に留意して取り組ま

せたい。 

① 衝突実験の装置を準備し、表やグラフなどを分析・整理する。 

② 分析・整理だけでなく、運動エネルギーの規則性やその大小関係を見いだす。 

③ 実験結果とその規則性を全体で交流し、様々な捉え方を基に考えを新たに再構築する。 

 

 

（４） 生徒が「読み解く力」を、高め、発揮している姿とそのための手立て 

【「読み解く力」の二つの側面】 

Ａ…主に文章や図、グラフから読み解き理解する力 

Ｂ…主に他者とのやりとりから読み解き理解する力 

 

【「読み解く力」の三つのプロセス】 

①…発見･蓄積：必要な情報を確かに取り出す 

②…分析･整理：情報を比較し、関連付けて整理する 

③…再構築：自分なりに解決し、知識を再構築する 

 

   「Ａ 主に文章や図、グラフから読み解き理解する力」に

ついて、本校の生徒は、文章を読み落としたり、図（表）

やグラフの表面的な理解にとどまり活用に至らなかったり

するなどの課題がみられる。 

   「Ｂ 主に他者とのやりとりから読み解き理解する力」に

ついて、新型コロナウイルス感染拡大防止の対応のため、

グループでの対話的な活動が限られている現状であり、自

分の考えを発信したりグループで話を深めたりする経験が

不足し、他者の意見を参考にしながら自分の意見を文章に

まとめたり、自分の考えを再構築したりする力は十分身に

付いていない。 

   本単元では、実験結果の複数の数値情報を読み解き、分

析・整理する場面を設定している（Ａ②）。これらの学習を

通して、分析・整理した表やグラフから自分たちに必要な

情報をまとめて説明するだけでなく、総合的に考察できる

力が育成されるように指導したい（Ｂ②）。また、「思考ス

キル活用表」(右表)を意識させた文章表現に取り組むこと

で、知識を再構築する力も育成したいと考える（Ａ③）。 

校内研で整理し、活用している 

「思考スキル活用表」 
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４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

力学的エネルギーを日常生活や

社会と関連付けながら、仕事と

エネルギー、力学的エネルギー

の保存についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。 

力学的エネルギーについて、見

通しをもって観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈

し、力学的エネルギーの規則性

や関係性を見いだして表現して

いるとともに、探究の過程を振

り返るなど、科学的に探究して

いる。 

力学的エネルギーに関する事

物・現象に進んで関わり、見通し

をもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 

５ 指導と評価の計画（全９時間） 

※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 

 

６ 本時の目標（本時：８／９時間目） 

 ・運動する物体のもつエネルギーの大きさと速さはどのような関係があるか、実験データを整理し

て考えをまとめる。 

時間 ねらい・学習活動 
重

点 

記

録 
備 考 

１ 

・仕事の考え方を理解し、仕事をしている場面として

いない場面とで比較し、各グループで話し合い、そ

の内容を整理する。 

知  

・重力や摩擦力に逆らってする仕事につ

いて理解している。 

２ 

・仕事の原理について、定滑車と動滑車の簡単な実験

を基に道具を使う場面と使わない場面を比較し、

グループ別にその内容を整理する。 

思  

・実験の結果から、道具を使っても使わ

なくても、仕事の量は変わらないこと

を見いだして整理している。 

３ 

・仕事の能率を数値で把握するなど、２つの仕事を比

較して、能率についての観点から、その大小を読み

取る。 

態  

・仕事の量が同じでも、かかる時間が異

なることがあることに興味をもち、仕

事の能率を意欲的に調べている。 

４ 

・仕事のレベル別（単位変換の有無）のワークシート

の計算問題を解き、身に付けた知識を基に自作の

問題をつくり、その内容を検討する。 
知 

○ 

・基本的な公式、単位の換算を理解し、計

算問題で活用している。 

〔ペーパーテスト〕 

５ 

・仕事のレベル別（単位変換の有無）のワークシート

の計算問題を解き、身に付けた知識を基に前時の

問題を全体で解答する。 

○ 

・基本的な公式、単位の換算を理解し、計

算問題で活用している。 

〔ペーパーテスト〕 

６ 

・位置エネルギーの大きさが高さや質量とどのよう

な関係があるか、衝突実験のセットを用いて必要

なデータを表やグラフにまとめる。 

思  

・位置エネルギーの大きさと高さや質量

の関係を操作を正しく行い、意欲的に

調べ、まとめている。 

７ 

・位置エネルギーの大きさは高さや質量とどのよう

な関係があるか、表やグラフにまとめた実験結果

を整理し、「位置エネルギーの説明書」の形式でま

とめる。 

思 ○ 

・位置エネルギーの大きさと高さや質量

の関係について、実験結果を関連付け

て規則性を見いだして表現している。 

〔記述分析〕 

８ 

・運動エネルギーの大きさは速さとどのような関係

があるか、衝突実験のセットを用いて表やグラフ

にまとめた実験結果を整理し、「運動エネルギーの

説明書」の形式でまとめる。 

思 ○ 

・運動エネルギーの大きさと速さの関係

について、実験結果を関連付けて規則

性を見いだして表現している。 

〔記述分析〕 

９ 

・力学的エネルギー保存の法則が理解できる。 

・ジェットコースターや振り子を例に、力学的エネル

ギー保存の法則について考える。 

知  

・力学的エネルギーは一定に保たれるこ

と（力学的エネルギー保存の法則）を理

解している。 
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７ 本時の評価規準 

・運動エネルギーの大きさと速さの関係について、実験結果を関連付けて規則性を見いだして表現

している。（思考・判断・表現） 

 

８ 本時の展開  ※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 

 主な学習活動等 指導上の留意点（・） 評価規準（□） 

導 

 

入 

○「位置エネルギーの説明書」について確認する。 

 ＊実験でためした条件やその結果 

＊位置エネルギーの大きさをきめるポイント 

 

○運動の映像から、エネルギーの大きさを比べるなら

どのような要素を考える必要があるか、イメージす

る。例）野球の投球・Ｆ１レースなど 

 

 

○本時のめあて・流れを確認する。 

・前回までに作成した「位置エネルギーの説明書」のプリ

ントを配付し、学習過程を示す。 

・物体のもつエネルギーに「高さ」や「質量」の条件が関

係していたことを、画像データなどで示して確認する。 

・ボールの運動において、生徒から引き出した「速さ」に

ついての意見を本時のめあて・流れにつなぐ。 

※ゴール課題「運動エネルギーの説明書」まで流れを示す。 

 

 

・このタイミングでワークシートの配付 

展 

 

開 

 

 

○実験について予想する。 

 結果の予想：ワークシートに記入 

実験準備：エネルギー実験器・速さ測定器  

○「速さ」の条件に着目して実験を行う。 

 スタート位置を変えるなど、球速を変化させる。 

○実験結果を各グループで表やグラフを用いて分析・

整理する。 

→表やグラフのまとめ方について確認する。 

○各グループの結果の数値を交流し、個人のワークシ

ートに結果を文章でまとめる。（思考スキル活用表） 

 

 

○各グループの結果の交流を基に、ワークシートに

「運動エネルギーの説明書」を仕上げる。 

 

○「説明書」の内容を基に本時をまとめる。 

 

 

 

・位置エネルギーの時と基本的には同じ実験装置である

が、初めて速さ測定器について扱うため、操作方法をワ

ークシートを用いて確認できるように示す。 

・実験操作のミスや実験装置の不具合などがないか、机間

支援し、アドバイスする。 

・表に実験結果を記録し、グラフにデータを記入していく

流れをワークシートにステップチャートで示す。 

・自分のグループの結果だけでなく、ＰＣに入力した複数

の結果を用いて整理してまとめられるように指導する。 

・文章化は思考スキル活用表の【推測・総合】を活用。 

 

 

□運動エネルギーの大きさと速さの関係について、実験結

果を関連付けて規則性を見いだして表現している。 

→〔ワークシートの記述分析〕 

・運動エネルギーは物体の速さが速いほど、大きなエネル

ギーをもっていることの規則性を見いだせるよう、机間

支援する。 

ま

と

め 

 

 

 

○新たな課題を見つける。  

○今日の振り返りをする。 

・身の回りにおける位置エネルギーや運動エネルギーで

イメージできる事象（くい打ちやボウリングのボールな

ど）の映像等を基に指導する。 

・ワークシートへの記述（分かったことや疑問点につい

て）の声かけを行う。 

 

９ 授業参観の視点 

(1) 条件に着目して考えを整理し、グループの分析に必要な情報を取り出すことができているか。 

(2) 他のグループの発表を聞き、必要なポイント・情報を読み取ることができているか。 

(3) 分析・整理した内容を文章化し、再構築や振り返りにつなげることができているか。 

 

課題 運動エネルギーの説明書をつくる。 

実験 物体のもつエネルギーと速さの関係を調べる。 

めあて 運動する物体のもつエネルギーの大きさと速さはどのような関係があるか、実験データを整理して考えをまとめる。 

→運動エネルギーの説明書（例） 

〇速さが速いほど物体のもつエネルギーは大きくなる。 

◎質量や高さの条件に注目した時と比べて、物体のもつ

エネルギーの大きさの変化の仕方が異なる。 


